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アントレプレナーサポートセンターにおける起業家育成
文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）」

明石工業高等専門学校

ソーシャルマーケットを利用した学生の育成
アントレプレナーシップ教育を導入し能力の向上とさらなる支援強化を図る

　近年、本校では卒業生によるベンチャービジネスの立ち上

げが相次いでます。携帯電話向けのインターネット閲覧ソフト

（フルブラウザ）では業界でもトップシェアとなる企業を起こ

した卒業生もいますし、他の高専でも卒業生や在学中に起業す

るケースが増加しています。中小企業庁の調査によれば、高専

卒業生の創業率は大学・大学院と同程度かそれ以上と報告さ

れ、さらに同調査によれば、ベンチャー企業の創業では高専卒

は大学・大学院卒の1.5倍となっています。

　そこで、本校では、起業をめざす学生や卒業生・一般社会人

の起業家の起業を支援することとしました。

　実際には、ビジネススキルの習得方法や専門知識を教育す

る総合的なキャリア教育を行うため、平成17年度に、起業を支

援するためのオフィスである「アントレプレナーサポートセン

ター」を学内に設置し、ここへ、本校学生や地域の若手技術者

が入所して、本校教職員や外部専門家による起業に関するビ

ジネススキルなど総合的なキャリア教育を行っています。起業

するための正課外教育を行うことの目的は、本校の学生が卒業

研究などによる技術支援、インターンシップ、聴講によって、

そのキャリア教育に参加するとともに、実際に起業をめざす学

生や卒業生の体験を見聞きすることによって、学生に実践的な

キャリア教育を行うことを目的としています。

　現在、本校の近隣には、情報系や電気電子系の分野で本校卒

業生が起業した企業が数社あり、さらに増加する状況となって

います。地元の鯖江市、越前市なども本校のこのような取り組

みに対して支援を行っています。このような地域の産学官ネッ

トワークによる起業支援によって、地元にベンチャー、中小企

業を中心とした力のある新たな産地を創造することにより、製

造出荷額・雇用・税収の増加につなげ、地域経済全体の活性化

に貢献します。

　高等専門学校において、教員がトップダウンで知識を教える教

育から学生が主体的にさまざまな活動をすることによって得る知

恵を重視する時代へと移り変わりつつあります。体験を通じた学

習によって学生に創造性を身につけさせようとする問題解決型の

教育（PBL教育＝Problem-based Learning）がその例です。

　このような状況の中で、明石高専は『ソーシャルマーケットを

利用した学生の育成』というプロジェクトを立ち上げました。こ

れは学生自らがキャンパス改良、地域貢献プロジェクトなどの

さまざまな「ミッション」に主体的に参加することで、主体性、

創造性、コミュニケーション能力等のスキルアップを図ろうとす

るものです。明石高専では、この取組みの中にアントレプレナー

シップ教育を入れることで学生の能力を向上させるための支援

を強化しています。

　具体的には、実社会で活躍している企業家を招き、実体験に

基づいた生の声による迫力ある講演会を開催したり、発想力を

アップして創造性や独創性を身につけるワークショップを行っ

たりしています。また、環境問題をテーマとしたディベート大

会やプレゼンテーション大会、学生による学内活性化プロジェ

クトコンテストを実施して、学生のコミュニケーション能力、

アイデア力、チャレンジ精神を養っています。
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副校長 太田 泰雄

一般科目教授 松田 安隆

アントレプレナーサポートセンターでの活動の様子

■アントレプレナーサポートセンターにおける起業家育成の流れ

●キャリア教育の実施
●本校教職員からの手厚いサポート

アントレプレナーサポートセンター

福井高専にある
教員・研究資源の活用

起業を志す人が入所

・学生
・卒業生
・一般社会人

起業

起業に強みとなる
技術の習得の支援

行政の支援 福井高専発ベンチャーの
先輩からのアドバイス

「産学官連携の基本方針」具体化するための施策と知的財産ポリシー「産学官連携の基本方針」具体化するための施策と知的財産ポリシー

　本取組みで実践してきたことをもとに、学生は学外のさまざ

まなコンテストや大会にも参加しています。高専生を対象とし

た「全国デザコン2008」では環境デザイン部門で最優秀賞・国

土交通大臣賞および優秀賞、高校生を対象とした「2009日本ス

トックホルム青少年水大賞」では審査部門特別賞、「バーチャ

ルカンパニートレードフェア2008」では大学部門で特別賞を受

賞するなどの成果をあげることができました。　

ソーシャルマーケット推進
プロジェクト専用ホームページ

～地域イノベーションの創出に貢献する人材育成～
高専技術者教育の新たな挑戦 第2弾!!

■プロジェクトの概要

ソーシャルマーケット
ニーズから選ばれた多彩なミッション

●遺跡に古代住居の復元
●パンフレット作成

●ビオトープ

●ロボット教室 ●雨水利用

●ゴミの減量
●まちづくりへの参加

●くつろぎとやすらぎの空間
●ホームページの制作

●廃棄物利用
●エネルギー使用量の削減
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やってみたいミッションに応募

教職員
NPO ACT135明石

技術相談／恊働／プロジェクトへの助言

学生支援

▶プロジェクトの完了による達成感
▶人とのつながりを感じる充実感
▶自らの成長を実感
▶他者に喜んでもらえる喜び

マネージメント講習会
アントレプレナー講習会
リーダー研修

●マネージメント能力
●行動力
●責任感

キャリアアップ
●問題解決能力
●決断力
●主体性

学生によるプロジェクトチーム
プロジェクト実行
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連携活動を通して、互いの特質を補完した人材育成の仕組みを構築します。
　高専が持っている人材育成力を活用して、教員と地域内企業人の技術者教育を支援する。共同研究の一環として地域内企業の技術者のリフ
レッシュ教育、スキルアップ、企業の場での教員の技術研修を支援する。一方、地域を中心とする企業・自治体等の協力により、インターンシッ
プを通して高専生のキャリア教育の充実を図る。
学生に創意工夫の意識付けを行うための実践的かつ創造的技術者教育を行います。
　地域企業におけるインターンシップの実施により、創造性教育、キャリア教育の場を提供し、学生の創造性を引き出すと
ともに、学生のアイデアを商品化に結びつける。
学生知的財産等教育の充実を図ります。
　知的財産ポリシーの推進により、先行技術調査・発明評価・出願などの実務経験豊富な教職員を養成し、学生に対
する知的財産教育および創造性向上教育を充実します。


